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○保証事項
当社は、お買い上げ頂いた日から１年間の保証期間中の欠陥に対して本ボードを保証します。
この保証期間中に弊社の責任による欠陥が判明した場合には、ボードを引き取り、弊社の判断
により無償で交換又は修理いたします。

○非保証事項
本ボードの誤使用または、本ボード以外の外部機器が原因による故障につきましては、一切
責任を負いません。また、本ボードの運用を理由とする損失、逸失利益の請求につきましては、
いかなる責任も負いません。

○版 権
本ユーザーズマニュアルは、一部または全部を問わず、複製を禁じられています。

○本ボードの取り扱いについて
コンピュータ本体、外部供給電源、外部に接続する機器の取り扱い上の注意つきましては、
それぞれ付属のマニュアルを参照して下さい。

・使用する場所、保管する場所
本ボードの動作時の保証温度範囲は、標高によりデグレーションが必要です。・
３００ｍ毎に２℃の上限値を下げた範囲で使用して下さい。標高の上限値は、
３０００ｍとします。
本ボードは、油や薬品に触れる恐れのある場所では、使用・保管しないで下さい。・
故障や変形の原因となることがあります。
本ボードは、重い物をのせたり、振動や衝撃を加えないように使用・保管して下・
さい。故障、破損の原因となります。
本ボードは、直射日光の当たる場所、火気やストーブなど暖房器具の近くでは、・
使用・保管しないで下さい。故障や変形の原因となります。
本ボードは、磁気の発生する機器の近くでは、使用・保管しないで下さい。故障・
の原因となります。

・使用上のご注意
本ボードの持ち運び・取り付け・取り外し
本ボードに触れる前に、金属に触り身体の静電気を取り除いて下さい。・
静電気は、本ボードの故障の原因となることがあります。
本ボードの持ち運び時やコンピュータへの挿入時、金端子部分に触らないで下さ・
い。
ショートや接触不良の原因となります。
本ボードをコンピュータ側に挿入する時、金端子部分を平行に奥までさして下さ・
い。斜めに挿入していたり、奥までささっていないと故障や動作不良の原因とな
ります。
設 定
アドレス設定時、本ユーザーズマニュアルが推奨しているアドレスを他のボード・
機器類で使用している場合は、そのアドレス避けて下さい。故障の原因になりま
す。
本ユーザーズマニュアルで推奨していないアドレスを使用するときは、コンピュ・
ータ本体のメーカへお問い合わせ下さい。
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ご 注 意

１．本書及びプログラムの全部または一部の無断転載、コピ－を禁止します。

２．本製品及び本書は、改良その他により予告なく変更することがあります。

３．本製品の保証期間は、御購入後１年間です。但し、本製品以外の原因による故障は
責任を負いかねますのでご了承願います。

株式会社 ハイバ－テック
東京都墨田区両国４－８－１

第１版 １９９８年８月31日発行
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１． はじめに
このマニュアルは，IBM PC/AT ISAﾊﾞｽ適合の非絶縁型の汎用ディジタル入出力
ﾎﾞｰﾄﾞ「ＨＰＣ－ＴＤＩＯ７２」について取扱いを説明します．

ＨＰＣ－ＴＤＩＯ７２ﾎﾞｰﾄﾞの特徴は次の通りです．

● ＴＴＬﾚﾍﾞﾙの入出力形式です．
● ７２点の入出力はバイト単位で入力または出力に設定できます．
● ＩＯﾎﾟｰﾄ機能は８２Ｃ５５相当品を使用しています．ﾎﾟｰﾄ定義ﾓｰﾄﾞは全て「ﾓｰﾄﾞ０」で使います．
● 外部との入出力バッファＩＣは７４ＬＳ２４５／７４ＬＳ２４３を使用しています．
● ﾎﾞｰﾄﾞｺﾈｸﾀはﾊｰﾌﾋﾟｯﾁ１００ＰＩＮ ＭＤＲｺﾈｸﾀです．
● ｵﾌﾟｼｮﾝとしてﾎﾞｰﾄﾞ内から ＭＩＬ規格 ５０ＰＩＮﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙｺﾈｸﾀを使用することが出来ます．

２． 仕様

項 目 記 事
入出力点数 ７２点

出 入出力形式 非絶縁型ＴＴＬレベル入出力（正論理）
７４ＬＳ２４５（ポートＡ及びポートＢ）

力 ７４ＬＳ２４３（ポートＣ）を使用
プルアップ抵抗 １０ＫΩ

部 最大負荷電流 ２４ｍＡ／１点 （シンク電流）、４ｍＡ／１点（ソース電流）
応答時間 ０．２μｓ以内
割り込み ３点（各Ｃポートビット３）

動 供給電源 ＋５Ｖ±５％
作 消費電流 ５５０ｍＡ ＴＹＰ
環 温度（動作時） ０℃～ ５０℃
境 温度（保存時） －２０℃～ ８５℃
仕 湿度（動作時） ２０％～ ９０％ （但し結露せぬ事）
様 湿度（保存時） ２０％～ ９０％ （但し結露せぬ事）

使用コネクタ １０２Ａ０－５２Ａ２ＪＬ（住友スリーエム製）
又は、ＤＨＤ－ＰＡ１００－Ｒ１２ＩＮＯ（第一電子工業製）（注）

（注） オプション 購入時に択一選択
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３． ﾎﾞｰﾄﾞ構成
図３にﾌﾞﾛｯｸﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑを示します．

図３ ブロックダイアグラム
４． 入出力回路

本ﾎﾞｰﾄﾞの入出力回路を図４に示します．各８２Ｃ５５のＰＡ，ＰＢﾎﾟｰﾄは８ｂｉｔ単位で，
ＰＣﾎﾟｰﾄは４ｂｉｔ単位で入出力が設定できます．回路の入出力方向は各８２Ｃ５５の
ｺﾝﾄﾛｰﾙﾜｰﾄﾞに入出力定義を設定することで自動的に決まります．

図４ 入出力回路
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５． Ｉ／Ｏﾎﾟｰﾄｱﾄﾞﾚｽ
ﾎﾞｰﾄﾞのＩ／Ｏﾎﾟｰﾄｱﾄﾞﾚｽを表３に示します．

ポート アドレス ﾋﾞ IN ﾎﾟｰﾄ アドレス ﾋﾞ IN
ｯ 記 事 ｯ 記 事

名 A9･･A4 A3･･A0 ﾄ OUT 名 A9･･A4 A3･･A0 ﾄ OUT
#1 BOARD_ADR+0 0 1PA0 #2 BOARD_ADR+4 0 2PA0

82C55 1 1PA1 82C55 1 2PA1
2 1PA2 2 2PA2
3 IN 1PA3 3 IN 2PA3
4 OUT 1PA4 4 OUT 2PA4入出力 入出力

ﾎﾟｰﾄ 5 1PA5 ﾎﾟｰﾄ 5 2PA5
PA 6 1PA6 PA 6 2PA6

7 1PA7 7 2PA7
#1 BOARD_ADR+1 0 1PB0 #2 BOARD_ADR+5 0 2PB0

82C55 1 1PB1 82C55 1 2PB1
2 1PB2 2 2PB2
3 IN 1PB3 3 IN 2PB3

4 OUT 1PB4 4 OUT 2PB4入出力 入出力
ﾎﾟｰﾄ 5 1PB5 ﾎﾟｰﾄ 5 2PB5
PB 6 1PB6 PB 6 2PB6

7 1PB7 7 2PB7
#1 BOARD_ADR+2 0 1PC0 #2 BOARD_ADR+6 0 2PC0

82C55 1 1PC1 82C55 1 2PC1
2 1PC2 2 2PC2
3 IN 1PC3 ( ) 3 IN 2PC3 ( )割り込み可能 割り込み可能
4 OUT 1PC4 4 OUT 2PC4入出力 入出力

ﾎﾟｰﾄ 5 1PC5 ﾎﾟｰﾄ 5 2PC5
PC 6 1PC6 PC 6 2PC6

7 1PC7 7 2PC7
BOARD_ADR+3 0 PC3～0 0:OUT 1:IN BOARD_ADR+7 0 PC3～0 0:OUT 1:IN

#1 1 PB7～0 0:OUT 1:IN #2 1 PB7～0 0:OUT 1:IN
82C55 2 “0” 82C55 2 “0”

3 PC7～4 0:OUT 1:IN 3 PC7～4 0:OUT 1:IN
OUT OUT

ｺﾝﾄﾛｰﾙ 4 PA7～0 0:OUT 1:IN ｺﾝﾄﾛｰﾙ 4 PA7～0 0:OUT 1:IN
ﾜｰﾄﾞ 5 “0” ﾜｰﾄﾞ 5 “0”

6 “0” 6 “0”
7 “1” 7 “1”

表５.１ Ｉ／Ｏﾎﾟｰﾄｱﾄﾞﾚｽ(#1,#2 82C55）
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ポート アドレス ﾋﾞ IN ﾎﾟｰﾄ アドレス ﾋﾞ IN
ｯ 記 事 ｯ 記 事

名 A9･･A4 A3･･A0 ﾄ OUT 名 A9･･A4 A3･･A0 ﾄ OUT
#3 BOARD_ADR+8 0 3PA0 BOARD_ADR+14 0 1PC3 ( .4)割り込み出力中 注

82C55 1 3PA1 1 2PC3 ( .4)割り込み出力中 注
2 3PA2 2 3PC3 ( .4)割り込み出力中 注
3 IN 3PA3 3割り込み

IN
4 OUT 3PA4 ｽﾃｰﾀｽ 4 ( )入出力 未使用 不定

ﾎﾟｰﾄ 5 3PA5 5
PA 6 3PA6 6

7 3PA7 7
#3 BOARD_ADR+9 0 3PB0 BOARD_ADR+14 0 1PC3 ､ ﾘｾｯﾄ割込許可 及び

82C55 1 3PB1 1 2PC3 ､ ﾘｾｯﾄ割込許可 及び
2 3PB2 2 3PC3 ､ ﾘｾｯﾄ割込許可 及び
3 IN 3PB3 3 予約割り込み

OUT
4 OUT 3PB4 4 予約入出力 操作

ﾎﾟｰﾄ 5 3PB5 5 予約
PB 6 3PB6 6 予約

7 3PB7 7 予約
#3 BOARD_ADR+10 0 3PC0 0

82C55 1 3PC1 1
2 3PC2 2
3 IN 3PC3 ( ) 3割り込み可能
4 OUT 3PC4 4入出力

ﾎﾟｰﾄ 5 3PC5 5
PC 6 3PC6 6

7 3PC7 7
BOARD_ADR+11 0 PC3～0 0:OUT 1:IN 0

#3 1 PB7～0 0:OUT 1:IN 1
82C55 2 “0” 2

3 PC7～4 0:OUT 1:IN 3
OUT

ｺﾝﾄﾛｰﾙ 4 PA7～0 0:OUT 1:IN 4
ﾜｰﾄﾞ 5 “0” 5

6 “0” 6
7 “1” 7

表５.２ Ｉ／Ｏﾎﾟｰﾄｱﾄﾞﾚｽ（＃3 82C55 及びｽﾃｰﾀｽﾎﾟｰﾄ)
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６． ﾎﾞｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ及びｼﾞｬﾝﾊﾟの設定
設定個所を図６に示します．

図６.１

６．１ ｱﾄﾞﾚｽﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁの設定
ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁは２箇所あり，ＤＳＷ１，ＤＳＷ２があります．（図６．１参照）ﾎﾞｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽの
設定にあたって，使用するｺﾝﾋﾟｭｰﾀのＩ/Oﾎﾟｰﾄ使用状況をよく確認の上決定して下さい．

６．１．１ 拡張I/Oｱﾄﾞﾚｽ方式による設定（この方法を推奨します．）
図６．１ のようにDSW2の8番目のｽｲｯﾁをON側にします．
ﾎﾞｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ（BOARD＿ADR）として，Ａ15―Ａ4を設定します．

図６．２ 拡張Ｉ／Ｏｱﾄﾞﾚｽで設定の場合（ﾎﾞｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ０９４０ｈを設定した場合）

（注意） ２ｘｘｘｈ 番台は使用しないで下さい．使用ＣＰＵによって使っている場合があります．
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６．１．２ 従来のＰＣ／ＡＴのＩ／Ｏｱﾄﾞﾚｽ方法
従来のＰＣ／ＡＴではＩ／ＯｱﾄﾞﾚｽとしてＡ１５－Ａ１０は使用せずにＡ９―Ａ０のみを
使用していました．

この方法の場合は図６．３のようにＤＳＷ２の８番目のｽｲｯﾁをＯＦＦ側にします．

従来のＰＣ／ＡＴの場合（ﾎﾞｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ１２０ｈを設定した例）

図６．３ ＤＳＷ２のみの設定

７． 割込みｼﾞｬﾝﾊﾟ
ＣＰＵに割込みを行う場合 ｼﾞｬﾝﾊﾟＰ１のＩＲＱ５～１５のいずれか１つを対向ｼﾞｬﾝﾊﾟをします．

Ｐ１

ＩＲＱ０５（５ﾋﾟﾝ－ ６ﾋﾟﾝｼｮｰﾄ）
ＩＲＱ１０（４ﾋﾟﾝ－ ７ﾋﾟﾝｼｮｰﾄ）
ＩＲＱ１１（３ﾋﾟﾝ－ ８ﾋﾟﾝｼｮｰﾄ）
ＩＲＱ１２（２ﾋﾟﾝ－ ９ﾋﾟﾝｼｮｰﾄ）
ＩＲＱ１５（１ﾋﾟﾝ－１０ﾋﾟﾝｼｮｰﾄ）

図７ Ｐ１ 割込みｼﾞｬﾝﾊﾟ

８． ｺﾈｸﾀ信号割付
外部との入出力はＪ１ｺﾈｸﾀで接続します．（ＭＤＲ１００ピン ﾊｰﾌﾋﾟｯﾁｺﾈｸﾀ）
ｵﾌﾟｼｮﾝとしてＪ２，Ｊ３，Ｊ４の ５０ﾋﾟﾝ ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ用ｺﾈｸﾀが使用出来ます．（購入時指定です）
ﾎﾞｰﾄﾞのｺﾈｸﾀ配置は図６．１を参照して下さい．（ P.4）

▲

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

Ｏ Ｆ Ｆ

１０ ０００１ ×

（２進数）

ＤＳＷ２
��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

１ ２ ０ （Ｈｅｘ）

Ａ
９
Ａ
８
Ａ
７
Ａ
６
Ａ
５
Ａ
４

Ａ
３
Ａ
２
Ａ
１
Ａ
０

ＤＳＷ１を使用しない

（例）

×××

不使用

（ボード内アドレス）

１

１０

５

６
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８．１ Ｊ１ ＭＤＲｺﾈｸﾀ 信号割付

ピン番号 信 号 名 ピン番号 信 号 名
１ ＧＮＤ ５１ ＧＮＤ
２ １ＰＡ０（入出力１ＰＡ０） ５２ ２ＰＡ０（入出力２ＰＡ０）
３ １ＰＡ１（入出力１ＰＡ１） ５３ ２ＰＡ１（入出力２ＰＡ１）
４ １ＰＡ２（入出力１ＰＡ２） ５４ ２ＰＡ２（入出力２ＰＡ２）
５ １ＰＡ３（入出力１ＰＡ３） ５５ ２ＰＡ３（入出力２ＰＡ３）
６ １ＰＡ４（入出力１ＰＡ４） ５６ ２ＰＡ４（入出力２ＰＡ４）
７ １ＰＡ５（入出力１ＰＡ５） ５７ ２ＰＡ５（入出力２ＰＡ５）
８ １ＰＡ６（入出力１ＰＡ６） ５８ ２ＰＡ６（入出力２ＰＡ６）
９ １ＰＡ７（入出力１ＰＡ７） ５９ ２ＰＡ７（入出力２ＰＡ７）
１０ ＧＮＤ ６０ ＧＮＤ
１１ ＧＮＤ ６１ ＧＮＤ
１２ １ＰＢ０（入出力１ＰＢ０） ６２ ２ＰＢ０（入出力２ＰＢ０）
１３ １ＰＢ１（入出力１ＰＢ１） ６３ ２ＰＢ１（入出力２ＰＢ１）
１４ １ＰＢ２（入出力１ＰＢ２） ６４ ２ＰＢ２（入出力２ＰＢ２）
１５ １ＰＢ３（入出力１ＰＢ３） ６５ ２ＰＢ３（入出力２ＰＢ３）
１６ １ＰＢ４（入出力１ＰＢ４） ６６ ２ＰＢ４（入出力２ＰＢ４）
１７ １ＰＢ５（入出力１ＰＢ５） ６７ ２ＰＢ５（入出力２ＰＢ５）
１８ １ＰＢ６（入出力１ＰＢ６） ６８ ２ＰＢ６（入出力２ＰＢ６）
１９ １ＰＢ７（入出力１ＰＢ７） ６９ ２ＰＢ７（入出力２ＰＢ７）
２０ ＧＮＤ ７０ ＧＮＤ
２１ ＧＮＤ ７１ ＧＮＤ
２２ １ＰＣ０（入出力１ＰＣ０） ７２ ２ＰＣ０（入出力２ＰＣ０）
２３ １ＰＣ１（入出力１ＰＣ１） ７３ ２ＰＣ１（入出力２ＰＣ１）
２４ １ＰＣ２（入出力１ＰＣ２） ７４ ２ＰＣ２（入出力２ＰＣ２）
２５ １ＰＣ３（入出力１ＰＣ３） ７５ ２ＰＣ３（入出力２ＰＣ３）
２６ １ＰＣ４（入出力１ＰＣ４） ７６ ２ＰＣ４（入出力２ＰＣ４）
２７ １ＰＣ５（入出力１ＰＣ５） ７７ ２ＰＣ５（入出力２ＰＣ５）
２８ １ＰＣ６（入出力１ＰＣ６） ７８ ２ＰＣ６（入出力２ＰＣ６）
２９ １ＰＣ７（入出力１ＰＣ７） ７９ ２ＰＣ７（入出力２ＰＣ７）
３０ ＧＮＤ ８０ ＧＮＤ
３１ ＧＮＤ ８１ ＧＮＤ
３２ ３ＰＡ０（入出力３ＰＡ０） ８２ ３ＰＢ０（入出力３ＰＢ０）
３３ ３ＰＡ１（入出力３ＰＡ１） ８３ ３ＰＢ１（入出力３ＰＢ１）
３４ ３ＰＡ２（入出力３ＰＡ２） ８４ ３ＰＢ２（入出力３ＰＢ２）
３５ ３ＰＡ３（入出力３ＰＡ３） ８５ ３ＰＢ３（入出力３ＰＢ３）
３６ ３ＰＡ４（入出力３ＰＡ４） ８６ ３ＰＢ４（入出力３ＰＢ４）
３７ ３ＰＡ５（入出力３ＰＡ５） ８７ ３ＰＢ５（入出力３ＰＢ５）
３８ ３ＰＡ６（入出力３ＰＡ６） ８８ ３ＰＢ６（入出力３ＰＢ６）
３９ ３ＰＡ７（入出力３ＰＡ７） ８９ ３ＰＢ７（入出力３ＰＢ７）
４０ ＧＮＤ ９０ ＧＮＤ
４１ ＧＮＤ ９１ ＧＮＤ
４２ ３ＰＣ０（入出力３ＰＣ０） ９２ ３ＰＣ４（入出力３ＰＣ４）
４３ ３ＰＣ１（入出力３ＰＣ１） ９３ ３ＰＣ５（入出力３ＰＣ５）
４４ ３ＰＣ２（入出力３ＰＣ２） ９４ ３ＰＣ６（入出力３ＰＣ６）
４５ ３ＰＣ３（入出力３ＰＣ３） ９５ ３ＰＣ７（入出力３ＰＣ７）
４６ ＧＮＤ ９６ ＧＮＤ
４７ 予 約 ９７ 予 約
４８ 予 約 ９８ 予 約
４９ 予 約 ９９ 予 約
５０ ＋５Ｖ出力 １００ ＋５Ｖ出力

表８．１ Ｊ１ ｺﾈｸﾀ表
注． 信号名で、１ＰＡｎの１は、ＬＳＩ ８２Ｃ５５の通し番号です．

１ＰＡｎのＰＡｎ（ＰＢｎ、ＰＣｎ）は、ＬＳＩ ８２Ｃ５５の端子名を表しています．
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８．２ Ｊ２，Ｊ３，Ｊ４ ５０ﾋﾟﾝ ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ ｺﾈｸﾀ信号割付

ピン番号 信 号 名 ピン番号 信 号 名
１ ｎＰＣ７（入出力ｎＰＣ７） ２ ＧＮＤ
３ ｎＰＣ６（入出力ｎＰＣ６） ４ ＧＮＤ
５ ｎＰＣ５（入出力ｎＰＣ５） ６ ＧＮＤ
７ ｎＰＣ４（入出力ｎＰＣ４） ８ ＧＮＤ
９ ｎＰＣ３（入出力ｎＰＣ３） １０ ＧＮＤ
１１ ｎＰＣ２（入出力ｎＰＣ２） １２ ＧＮＤ
１３ ｎＰＣ１（入出力ｎＰＣ１） １４ ＧＮＤ
１５ ｎＰＣ０（入出力ｎＰＣ０） １６ ＧＮＤ
１７ ｎＰＢ７（入出力ｎＰＢ７） １８ ＧＮＤ
１９ ｎＰＢ６（入出力ｎＰＢ６） ２０ ＧＮＤ
２１ ｎＰＢ５（入出力ｎＰＢ５） ２２ ＧＮＤ
２３ ｎＰＢ４（入出力ｎＰＢ４） ２４ ＧＮＤ
２５ ｎＰＢ３（入出力ｎＰＢ３） ２６ ＧＮＤ
２７ ｎＰＢ２（入出力ｎＰＢ２） ２８ ＧＮＤ
２９ ｎＰＢ１（入出力ｎＰＢ１） ３０ ＧＮＤ
３１ ｎＰＢ０（入出力ｎＰＢ０） ３２ ＧＮＤ
３３ ｎＰＡ７（入出力ｎＰＡ７） ３４ ＧＮＤ
３５ ｎＰＡ６（入出力ｎＰＡ６） ３６ ＧＮＤ
３７ ｎＰＡ５（入出力ｎＰＡ５） ３８ ＧＮＤ
３９ ｎＰＡ４（入出力ｎＰＡ４） ４０ ＧＮＤ
４１ ｎＰＡ３（入出力ｎＰＡ３） ４２ ＧＮＤ
４３ ｎＰＡ２（入出力ｎＰＡ２） ４４ ＧＮＤ
４５ ｎＰＡ１（入出力ｎＰＡ１） ４６ ＧＮＤ
４７ ｎＰＡ０（入出力ｎＰＡ０） ４８ ＧＮＤ
４９ ＋５Ｖ出力 ５０ ＧＮＤ

表８．２ Ｊ２，Ｊ３，Ｊ４ ｺﾈｸﾀ表
注． 入出力コネクタのＪ１はパネル面に、Ｊ２～Ｊ４はボード上面に実装されます．( P.6)

▲

●Ｊ１ コネクタ型式
ボ－ド側 １００ＰＩＮ ＭＤＲコネクタ（ハ－フピッチ）

型式 １０２Ａ０－５２Ａ２ＪＬ（住友スリ－エム）

ケ－ブル側 プラグ １０１Ａ０－６０００ＥＬ
シェル（ｱﾙﾐﾀﾞｲｶｽﾄ）１０３Ａ０－Ａ２００－００

（注意）ケ－ブル側コネクタは、半田付タイプはありません。
片側切放しのケ－ブルコネクタを用意してあります。
（ＨＣＬ－０１３ ２ｍ 別売）

●Ｊ２,Ｊ３,Ｊ４コネクタ型式

ボード側：ＸＧ４Ｃ－５０３１(オムロン）

１

２

３

５１

５２

５３

９９

１００

４９

５０

２ ５０

１ ４９
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９． 解 説
TDIO72はLSI ８２C５５を ﾓｰﾄﾞ０でのみ使用します．電源投入後ＴＤＩＯ７２ﾎﾞｰﾄﾞの初期化をﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑによって行わなければなりません．ＬＳＩ ８２Ｃ５５の各ﾊﾞｲﾄの入出力方向を決めます．

９．１ ﾎﾟｰﾄ入出力の設定方法
（１）８２C５５のｺﾝﾄﾛｰﾙﾜｰﾄﾞの構成

７ ４ ３ ０
１ ０ ０ PA PC ０ PB PC

ＰＣ ｂｉｔ０～３
ＰＢ ｂｉｔ０～７
ＰＣ ｂｉｔ４～７ ‘０’：出力 ‘１’：入力
ＰＡ ｂｉｔ０～７

（２） ８２Ｃ５５（ＰＡ，ＰＢ，ＰＣ）の設定
＃１ ８２Ｃ５５へのｺﾝﾄﾛｰﾙﾜｰﾄﾞを BOARD_ADR＋３へ１バイト出力します．
＃２ ８２Ｃ５５へのｺﾝﾄﾛｰﾙﾜｰﾄﾞを BOARD_ADR＋７へ１バイト出力します．
＃３ ８２Ｃ５５へのｺﾝﾄﾛｰﾙﾜｰﾄﾞを BOARD_ADR＋11へ１バイト出力します．

９．２ ﾎﾟｰﾄ入出力
入力……ｺﾈｸﾀ端子でTTL入力‘１’のときﾎﾟｰﾄ入力は ‘１’です．
出力……出力ﾎﾟｰﾄに‘１’を書いたとき ｺﾈｸﾀ端子でTTL出力‘１’です．

９．３ 割込みﾎﾟｰﾄ
各８２C５５の PCﾎﾟｰﾄ ｂｉｔ０～３を入力ﾎﾟｰﾄにした場合は ｂｉｔ３のみ割込み入力と
して使用出来ます．割込みは‘１’→‘０’（ｱｸﾃｨﾌﾞﾛｰ）で生起します．

（１） 割込みﾏｽｸ
割込み使用するには対応するPCﾎﾟｰﾄｂｉｔ３ （ＰＣ３）に割込み許可をしておきます．割込み
操作ﾎﾟｰﾄ（BOARD_ADR＋１４）にﾏｽｸを出力します．
ｂｉｔ０ ＃１ ８２Ｃ５５ ＰＣ３割込み ‘１’許可 ‘０’禁止
ｂｉｔ１ ＃２ ８２Ｃ５５ ＰＣ３割込み ‘１’許可 ‘０’禁止
ｂｉｔ２ ＃３ ８２Ｃ５５ ＰＣ３割込み ‘１’許可 ‘０’禁止

（２）割込みを知る
割込み状態は割込みｽﾃｰﾀｽﾎﾟｰﾄ（BOARD_ADR＋１４）を読むことにより知ります．
ｂｉｔ０＝‘１’ ＃１ ８２Ｃ５５ ＰＣ３あり
ｂｉｔ１＝‘１’ ＃２ ８２Ｃ５５ ＰＣ３あり
ｂｉｔ２＝‘１’ ＃３ ８２Ｃ５５ ＰＣ３あり
ｂｉｔ３～ｂｉｔ７ 常に‘０’

（３）割込みｿｰｽのｿﾌﾄｳｪｱﾘｾｯﾄをする．
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが割込み処理をしたら，対応する割込みｿｰｽをﾘｾｯﾄしなければなりません．
割込み操作ﾎﾟｰﾄ（BOARD_ADR＋１４）の対応するｂｉｔに‘０’を書くと，割込みｿｰｽが
ﾘｾｯﾄされます．以後再び‘１’を書き後続の割込みに備えます．

（注意）実際にCPUへ割り込むには割込みｼﾞｬﾝﾊﾟP1を設定しなければなりません．（ P.5）

▲

９．４ 電源投入直後のﾎﾟｰﾄ状態
（１） 入出力は全て「入力状態」ですが、入出力設定はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにより初期設定を必ず行って下さい．
（２） 割込みはﾏｽｸ（禁止）されています．
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１０．ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例

以下にＣ言語、およびＢＡＳＩＣを利用した入力、出力のプログラム例を紹介します。
ディップスイッチのアドレス設定は、以下の設定によりプログラムは作成されています。

（０９４０[Hex]）

１０．１ 入力プログラム例
全てのポートを入力に設定し、入力されたデータを１６進数（Ｈｅｘ）で表示します。

《プログラムリスト（Ｃ）》

/******************************************************************/
/*** SMPL_IN.C HPC-TDIO72 ***/
/******************************************************************/
#include <stdio.h>
#include <conio.h>
#define ADRS 0x0940
void main()
{

int i,in_data;
outp( ADRS+3 , 0x9B ); /* 8255-1のポートを全て入力に設定 */
outp( ADRS+7 , 0x9B ); /* 8255-2のポートを全て入力に設定 */
outp( ADRS+11 , 0x9B ); /* 8255-3のポートを全て入力に設定 */
for(i=0;i<3;i++)
{

in_data = inp( ADRS+i );
printf("ポート%d ･････ %X ¥n",i+1,in_data);

}
for(i=0;i<3;i++)
{

in_data = inp( ADRS+4+i );
printf("ポート%d ･････ %X ¥n",i+1,in_data);

}
for(i=0;i<3;i++)
{

in_data = inp( ADRS+8+i );
printf("ポート%d ･････ %X ¥n",i+1,in_data);

}
}

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

Ｏ Ｆ Ｆ Ｏ Ｆ Ｆ

ＤＳＷ１ ＤＳＷ２
��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

スイッチの突起部

��
��

��
��

��
��

��
��



- 13 -

《プログラムリスト（ＢＡＳＩＣ）》

100 REM*************************************************************
200 REM*** SMPL_IN.BAS HPC-TDIO72 ***
300 REM*************************************************************
400 ADRS = &H0940
410 REM
420 OUT ADRS+3,&H9B
430 OUT ADRS+7,&H9B
440 OUT ADRS+&HB,&H9B
450 REM
460 FOR I=0 TO 2
470 IN_DATA = INP( ADRS+I )
480 PRINT "ポート";I+1;"･････",HEX$(IN_DATA)
490 NEXT I
500 REM
510 FOR I=0 TO 2
520 IN_DATA = INP( ADRS+4+I )
530 PRINT "ポート";I+1;"･････",HEX$(IN_DATA)
540 NEXT I
550 REM
560 FOR I=0 TO 2
570 IN_DATA = INP( ADRS+8+I )
580 PRINT "ポート";I+1;"･････",HEX$(IN_DATA)
590 NEXT I
600 END
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１０ ２ 出力プログラム例.
全てのポートを出力に設定し、データ“ＦＦ”（Ｈｅｘ）を出力します。

《プログラムリスト（Ｃ）》

/******************************************************************/
/*** SMPL_OUT.C HPC-TDIO72 ***/
/******************************************************************/
#include <stdio.h>
#include <conio.h>
#define ADRS 0x0940
void main()
{

int i;
outp( ADRS+3 , 0x80 ); /* 8255-1のポートを全て出力に設定 */
outp( ADRS+7 , 0x80 ); /* 8255-2のポートを全て出力に設定 */
outp( ADRS+11 , 0x80 ); /* 8255-3のポートを全て出力に設定 */
for(i=0;i<3;i++)
{

outp( ADRS+i , 0xff );
}
for(i=0;i<3;i++)
{

outp( ADRS+4+i , 0xff );
}
for(i=0;i<3;i++)
{

outp( ADRS+8+i , 0xff );
}

}
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《プログラムリスト（ＢＡＳＩＣ）》

100 REM*************************************************************
200 REM*** SMPL_OUT.BAS HPC-TDIO72 ***
300 REM*************************************************************
400 ADRS = &H0940
410 REM
420 OUT ADRS+3,&H80 '8255-1のポートを全て出力に設定
430 OUT ADRS+7,&H80 '8255-2のポートを全て出力に設定
440 OUT ADRS+&HB,&H80 '8255-3のポートを全て出力に設定
450 REM
460 FOR I=0 TO 2
470 OUT ADRS+I,&HFF
480 NEXT I
490 REM
500 FOR I=0 TO 2
510 OUT (ADRS+4)+I,&HFF
520 NEXT I
530 REM
540 FOR I=0 TO 2
550 OUT (ADRS+&H8)+I,&HFF
560 NEXT I
570 END


